
鋼材ヤング係数Es 200000 N/mm2

コンヤング係数Ec 31000 N/mm2

ヤング係数比ｎ 6.45

鉄筋比pt 0.2 (=20%)

コン面積Ac 1000000 mm2

鉄筋断面積As 200000 mm2

RC換算断面積 2290323 mm2

載荷荷重P 5.0 N/mm2

σRC 2.18 N/mm2 手計算

σc 5.00 N/mm2 手計算

RC(分散鉄筋）

コンクリート

1000

1000

1000

全面に5N/mm2載荷

全面に5N/mm2載荷

分散鉄筋の影響が、荷重、温度応力、自己収縮に与える影響について確認を行った．

ソフトはASTEA MACSを使用した．

解析モデルは、分散鉄筋を考慮したRCモデルと分散鉄筋を考慮しないコンクリート要素で確

認した．

RC(分散鉄筋)

コンクリート

σx=-2.21N/mm2

σx=-5.0N/mm2

分散鉄筋が応力を負担して、発生応力は

小さくなっている．

※温度や自己収縮無視

【荷重】



【解析結果：温度コンター】【熱伝達境界条件】

【解析結果：自己収縮のみ σxコンター】【解析結果：温度のみ σxコンター】

【合板】

0～3日：8W/m2℃

【断熱】

温度は両モデルとも同じ結果であり、内部の温

度が高く表面が低い

温度応力のみの場合、内外の温度差で発生す

る応力を鉄筋が負担し、応力が小さくなっている．

RC(分散鉄筋)

コンクリート

自己収縮のみの場合、自己収縮ひずみを鉄筋

が拘束し引張応力が発生する．

分布は温度の影響による自己収縮ひずみの

大小、およびクリープの影響などのため

※線膨張係数を0※自己収縮無視

RC(分散鉄筋)

コンクリート

RC(分散鉄筋)

コンクリート


